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～ 死亡事故件数は過去最少、死者数は過去２番目に少ない ～ 

平成３０年中の交通事故死者数は８７人で、前年よりも１人増加しました。 

（三重県警察本部交通部交通企画課） 

～ 平成３０年中の交通死亡事故の特徴 ～ 

【 高齢者が６割以上を占める 】 
◆高齢者の死者数は５７人（65.5％）で、

前年と比べて２０人増加しました。 

・自動車乗車中～１９人 

・二輪車乗車中～ ６人 

・自転車乗用中～ ９人 

・歩 行 中 ～２３人 

【 交通弱者（歩行中・自転車乗用中）が４割を越える 】 

◆交通弱者の死者数は３９人（44.8％）で、 

前年と比べて２人減少しました。 

・歩  行  中～２５人（前年比－１人） 

・自転車乗用中～１４人（前年比－１人） 

【 シートベルト非着用者が５割を越える 】 

◆自動車乗車中の死者３５人中、シートベルト非着用

者は１９人（54.3％）で、シートベルトを着用して

いれば助かった死者は１２人と推定されます。 

（前年は死者３５人中、シートベルト非着用者は２０人） 

 

【 飲酒運転の根絶に至らない 】 

◆原付以上第１当事者の事故７４件中、

飲酒運転は３件（4.1％）で、前年と 

比べて２件減少しました。 

三重県 98.5% 78.3%

全国平均 99.6% 74.2%

三重県 98% 38.8%

全国平均 98.8% 38.0%

後　部　座　席

全国１７位
（平成29年ワースト５位）

全国２２位
（平成29年２５位）

高速道路

一般道路

全国ワースト２位
（平成29年ワースト１位）

全国ワースト４位
（平成29年ワースト３位）

区分 運　転　席

◆全ての座席でシートベルト・チャイルドシートを着用しましょう！ 
＜シートベルト着用状況＜警察庁／日本自動車連盟（ＪＡＦ）＞ 

 

●シートベルトは、平成 20 年 6 月 1 日より全席シートベルトの着用が義務化されました。万が一のとき、

自分や同乗者の命を守るためにも、シートベルト・チャイルドシートを着用しましょう。 

 

（三重県警察本部交通部交通企画課） 

平成３０年 平成２９年 増減数 増減率(％)

4,687 5,441 -754 -13.9

死亡事故 82 83 -1 -1.2

87 86 1 1.2

6,136 7,113 -977 -13.7

55,885 56,464 -579 -1.0

60,572 61,905 -1,333 -2.2

区　　分

負  傷  者  数

人身事故件数

総 事 故 件 数

死　 者　 数

物損事故件数



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 開館時間  午前９：３０～午後４：３０  ☆ご利用は無料です☆ 

  ◇ 休 館 日  土曜・祝日・年末年始（１２/２９～１/３） 

  ＜ 住 所 ＞ 津市垂水２５６６ 三重県運転免許センター４階 

       三重県交通安全研修センター 

        セーフティプラザみえ 

  ＜ ＴＥＬ ＞ ０５９－２２４－７７２１  ＜ ＦＡＸ ＞ ０５９－２２４－７６４１ 

ホームページ 

http://www.safetyplaza-mie.com 

◆交通安全絵本コーナーを新設しました◆ 

三重県交通安全研修センターでは、親子で学ぶ交通安全

として、『交通安全絵本コーナー』を新設しました。 

子どもたちは、成長するとともに、少しずつ行動範囲も

広くなっていきます。 

お子様と一緒に絵本を見ながら、事故に遭わないように

するにはどうすればいいのか、楽しく交通ルールを学ぶこ

とができます。 

☆歩行中・自転車利用時の交通事故防止について☆ 

～歩行中の５つのポイント～ 

「 

～自転車利用時のポイント～ 

まつ 道路を横断しようとする際に、近づいてくる車が

あれば、遠くに見えても通り過ぎるまで待ちましょう。 

『ま・み・む・め・も』 

「 
歩道の走り方 

歩道は、歩行者のための道路です。普通自転車で歩道を

通行するときは、車道寄りの部分を徐行しましょう。 

みる 道路を横断する前は一旦止まり、「右・左・右」を 

見てしっかり安全確認をしましょう。また、横断中も車の 

動きを見るようにしましょう。 

むりをしない 信号の変わり目など無理をしないで次

の青色信号を待ちましょう。また、体調がすぐれないときも

無理をしないで、外出を控えましょう。 

めだつ色の服装 夕暮れどきや夜間に外出するとき

は、明るく目立つ色の服装で出掛けましょう。また、反射材 

を着用して交通事故から身を守りましょう。 

もしかして 自動車の「エンジン音」は静かになってい 

ます。通りなれた道でも、「もしかして車がきているかも」 

と危険を予測して行動しましょう。 

自転車は「車両」です 

「 

自転車事故の多くが交差点で発生！ 

一時停止の標識がある場所は、必ず一時停止をしましょう。

見通しの悪い交差点や曲がり角、路地から大通りへ出るとき

は必ず徐行して、十分に安全確認をしましょう。 

自転車用ヘルメットなどを着用しましょう 

安全のために、できるだけ自転車用ヘルメットや、頭部防護

帽を着用しましょう。 

自転車にはできるだけ多くの反射器材を装着し、反射タスキ

などを着用して、夜間の交通事故から身を守りましょう。 

夜間の転落事故に注意しましょう 

街灯のない場所では、道路脇の溝などに気づかずに転落する

などの危険があります。 

普段から、危険な場所を把握しておき、危険な場所をなるべ

く通行しないようにしましょう。 


